
徳山ダムモニタリング部会 2006/07/2

説 資料（案）

第２回徳山ダムモニタリング部会

議事次第

１．開会

２．主催者挨拶

３．委員の変更について

４．審議内容等
（１）前回（第１回）部会の審議内容等の確認
（２）徳山ダム建設事業の進捗状況について
（３）モニタリング調査計画について
（４）その他

５．閉会挨拶

モニタリング調査計画について
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説 資料（案）

■第1回モニタリング部会における指摘事項

第1回モニタリング部会における指摘事項を以下に示す。

・水鳥の調査について、船を利用した移動観察調査を湛水初期の段階に複数

　回行えるよう検討すること。

・ワシタカ類調査については、行動圏の変化等、質的な変化を定量的に評価

　できる手法を検討すること

・試験湛水時のダム下流域における流況の変化を提示すること

・水質調査地点の地点計画について、具体案を検討すること

・・ダム運用後の流水の正常な機能の維持を評価するための調査をおこなうこと

これらの指摘事項を踏まえ、各ＰＴにおける検討結果を報告する。

生育・生息環境PT
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説 資料（案）

・試掘坑13箇所
の整備を完了し
た。

・試掘坑利用状
況調査を行った。

試掘坑利用状
況調査

（コウモリ類）

環
境
保
全
対
策
の
効
果
の
観
察

生
物

調査内容等調査項目区分

　■　■試掘坑利用状況調査（コウモリ類）試掘坑利用状況調査（コウモリ類）

ダム完成後も
残存する試掘
坑13箇所にお
けるコウモリ
類の利用状況
を把握する。

第２回部会の
報告内容

第１回部会まで
の状況

・モニタリング調
査計画について
報告した。

・試掘坑入口の
整備内容につ
いて報告した。

　　　　◇扉を設置した試掘坑の位置◇扉を設置した試掘坑の位置

モニタリング調査実施坑

堤体下流

：扉設置済みの試掘坑

ダムサイト下流の左岸横坑13坑についてコウモリ類の保全のための
扉を設置した。

TL-34

TL-16

TL-38
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説 資料（案）

　　◇　　◇試掘坑内入口の整備状況試掘坑内入口の整備状況

坑口部の補強・侵入者の立ち入り禁止対策にあわせ、扉上部
をコウモリ類が通過可能な構造とした。

コウモリ類
が通過可能
な空間

　　◇　　◇試掘坑試掘坑利用状況調査結果利用状況調査結果

・平成14年～平成18年における調査でコウモリ類が継続的に試
掘坑を利用していることが確認されている。

平成15年

5月9日

-

-

71

2

-

-

コキクガシラコウモリ

キクガシラコウモリ

1--00-

コキクガシラコウモリ

キクガシラコウモリ

コキクガシラコウモリ

キクガシラコウモリ

0--11-

TL-38坑

70136013875

12200

TL-34坑

平成18年

6月1日

平成16年

7月20日

平成14年
9月24日

平成16年

12月16日

平成16年

4月9日

平成14年

4月19日

1-007

TL-16坑

1312 -725
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　　◇　　◇試掘坑試掘坑利用状況調査結果利用状況調査結果
・平成15年10月～17年12月まで坑内（TL-34）の気温を測定した
結果、17m地点では5.5℃～13.0℃、57m地点では10.0℃～12.0℃
の範囲で変動していることがわかった。
・繁殖場条件(20℃程度）を勘案すると、繁殖地としては利用され
ていないものと考えられる。

ＴＬ－３４　気温
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気温（℃）

（１７ｍ地点）

（５７ｍ地点）

１７ｍ地点 ： 2004/2/25日12時から2004/8/26日9時まで欠側
５７ｍ地点 ： 2004/2/25日12時から2004/3/29日12時まで欠測

・平成17年～18
年にかけ、本郷、
磯谷、白谷にお
いて巣箱の利
用状況の確認
を行った。

巣箱利用状況
調査

環
境
保
全
対
策
の
効
果
の
観
察

生
物

調査内容等調査項目区分

　■　■巣箱利用実態調査巣箱利用実態調査（ヤマネ）（ヤマネ）

巣箱の利用状
況（種類、個
体数）を把握
する。

第２回部会の
報告内容

第１回部会まで
の状況

・モニタリング調
査計画について
報告した。
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　　　　◇巣箱設置箇所◇巣箱設置箇所

・巣箱は湛水区域内の７箇所において、計140個設置した。

③西赤谷地区
(平成17年11月10日設置)

②鬼生谷地区
(平成17年11月8日設置)

①上谷地区
(平成17年11月8日設置)

④櫨原地区
(平成17年11月10日設置)

⑤磯谷地区
(平成16年11月18日設置)

⑥本郷地区
(平成16年11月18日設置)

⑦白谷地区
(平成16年11月18日設置)

　　　◇　◇巣箱調査結果巣箱調査結果

・調査年月日：
　　本郷：平成17年3月24日、11月1日、平成18年6月29日
　　磯谷：平成17年4月25日、平成18年6月29日
　　白谷：平成17年3月24日、5月27日、11月1日、平成18年6月29日
・各地区とも、ヤマネの個体は確認はされなかった。
・その他の確認状況をみると、磯谷、白谷においてアカネズミが、ま
た哺乳類以外では、ハチ、クモ、アリが確認された。

確認されたアカネズミ 確認時の巣箱内部の様子
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・コア山に移植
したエゾエノキ
の定着状況調
査を行った。

定着状況調査
（オオムラサキ）

環
境
保
全
対
策
の
効
果
の
観
察

生
物

調査内容等調査項目区分

　■　■定着状況調査（オオムラサキ）定着状況調査（オオムラサキ）

・移植したエゾ
エノキが定着
し、移植場所
で生育してい
ることを把握
する。

・オオムラサキ
の越冬幼虫の
生息状況を把
握する。

第２回部会の
報告内容

第１回部会まで
の状況

・モニタリング調
査計画について
報告した。

　　◇保全対策の進捗状況　　◇保全対策の進捗状況

・コア山に植樹(平成16年8月3日)を行った15本のエゾエノキを対
象として、平成18年5月31日にモニタリング調査を行った。

・調査の結果、移植した15本のエゾエノキのうち11本について定
着を確認した。非定着の理由は、雪害によるものと考えられる。

モニタリング調査時の様子(平成18年5月31日)移植時の様子(平成16年8月3日)
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　　◇　　◇エゾエノキ自生及び移植位置エゾエノキ自生及び移植位置

・エゾエノキの湛水区域外の自生位置及び移植後定着を確認し
た個体の生育位置を示す。

・現在までにエゾエノキ111本を移植し、そのうち49本の定着を確
認した。

・甚しゃく湿性池
において、水温
等のモニタリン
グおよびモリア
オガエルの産卵
状況調査を行っ
た。

・物理環境

・植物の生育
状況

・両生類等の
利用状況

・昆虫類の利
用状況

環
境
保
全
対
策
の
効
果
の
観
察

生
物

調査内容等調査項目区分

　■　■湿性地調査湿性地調査

・水位、水温、
気温の季節的
変化、景観レ
ベルでの湿性
地の変化を把
握する。

・湿性植物の
生育状況、両
生類、爬虫類、
コウモリ類、水
生昆虫類の利
用状況を把握
する。

第２回部会の
報告内容

第１回部会まで
の状況

・モニタリング調
査計画について
報告した。
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　　■■甚しゃく湿性地の位置甚しゃく湿性地の位置

門入甚しゃく地区湿性地

・甚しゃく湿性地は、西谷の門入地区の上流に位置する。

門入甚しゃく地区湿性地

　　◇　　◇甚しゃく湿性地の状況甚しゃく湿性地の状況

・甚しゃく湿性地の状況及び水温測定地点を示す。

流入部
水温測定点

中央部
水温測定点

下流部
水温測定点

モリアオガエルの卵塊

モリアオガエルの成体
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　　◇保全対策の進捗状況　　◇保全対策の進捗状況

・平成16年12月～平成18年3月までの、甚しゃく湿性地の水温（流入部・中央
部・下流部）及び気温の年変動は-5℃～25℃の範囲で推移している。
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流入部

中央部

下流部

気温

甚しゃく湿性地の水温等

　　◇保全対策の進捗状況　　◇保全対策の進捗状況

　・各測定箇所の水温について、中央部を基準として考察した結果を以下に示す。
　・冬季は流入部の水温が温かいものの外気で冷却され、下流部では水温は下
がる傾向を示した。
　・一方、夏季には流入部の水温は低いものの外気で暖められ、下流部では水
温が上がる傾向を示した。

中央部に対する上流・下流部の水温較差
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冬季：流入水は温かいが
外気で冷却され、

下流部では水温が低くなる。

夏季：流入水は冷たいが
外気で暖められ、

下流部では水温が高くなる。
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　　◇保全対策の進捗状況　　◇保全対策の進捗状況

・平成18年5月30日～7月15日に甚しゃく湿性池においてモリアオ
ガエルの卵塊を計数した。その結果、162個が確認された。
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調査当日の確認卵塊数

孵化等が確認された延べ卵塊数

ＰＴにおいて詳
細な調査手法を
検討した。

水鳥調査湛
水
に
よ
る
周
辺
環
境
の
変
化
の
把
握

生
物

調査内容等調査項目区分

　■　■水鳥調査水鳥調査

湛水により新
たに出現した
貯水池におけ
る水鳥の生息
状況を把握す
る。

第２回部会の
報告内容

第１回部会まで
の状況

・モニタリング調
査計画について
報告した。

＜指摘事項＞

・船を利用した
移動観察調査
を湛水初期の
段階に複数回
行えるよう検討
すること。
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　　◇調査　　◇調査ルートルート

ダムサイト

:調査ルート

調査ルートは、船による揖斐川本川及び主要な流入河川の
うち貯水池となる区間とした。

　　◇　　◇調査方法、調査時期調査方法、調査時期

初夏季・冬季（湛水後）平成20年

春季・初夏季・秋季、冬
季

調査時期

左記調査に加えて船を
使用した移動観察を行
う。

鳥類相調査（陸上から
の定点観察）にあわせ
て実施

調査方法

今回調査計画前回調査計画
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ワシタカPT

ＰＴにおいて詳
細な調査手法を
検討した。

ワシタカ類調
査（繁殖状況
調査、行動圏
調査、CCDカメ
ラによるクマタ
カの繁殖活動
の記録）

環
境
保
全
対
策
の
効
果
の
観
察

生
物

調査内容等調査項目区分

　　■■ワシタカ類調査ワシタカ類調査

事業関連つが
いのダム湛水
前後における
繁殖状況、行
動圏の内部構
造の変化、餌
動物の変化、
繁殖活動の変
化等について
把握する。

第２回部会の
報告内容

第１回部会まで
の状況

・モニタリング調
査計画について
報告した。

＜指摘事項＞

・行動圏の変化
等、質的な変化
を定量的に評
価できる手法を
検討すること



徳山ダムモニタリング部会 2006/07/2
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クマタカ

Aつがい A3つがい Bつがい Dつがい Fつがい Gつがい Iつがい Kつがい Lつがい

平成7～8年繁殖シーズン 1年目 巣立ち 巣立ち 巣立ち

平成8～9年繁殖シーズン 2年目 造巣 交尾 巣立ち

平成9～10年繁殖シーズン 3年目 交尾 交尾 抱卵 交尾 交尾 (調査対象外)

平成10～11年繁殖シーズン 4年目 巣立ち 抱卵 巣内育雛 交尾

平成11～12年繁殖シーズン 5年目 巣立ち 造巣 抱卵 造巣 交尾 抱卵 交尾

平成12～13年繁殖シーズン 6年目 造巣 (交尾) 巣内育雛 巣立ち 造巣

平成13～14年繁殖シーズン 7年目 造巣 (交尾) 抱卵 巣立ち 巣立ち 巣立ち 巣立ち 巣立ち

平成14～15年繁殖シーズン 8年目 巣立ち 巣立ち 交尾 造巣

平成15～16年繁殖シーズン 9年目 抱卵 巣立ち 抱卵 造巣 巣内育雛 巣立ち

平成16～17年繁殖シーズン 10年目 巣内育雛 造巣 造巣 造巣 造巣

繁殖成功数 4 0 1 3 2 2 1 2 1

繁殖シーズン
調査

年数

注1)
赤枠で示した「巣立ち」は繁殖成功の確認を示す。その他の確認状況は、繁殖に失敗したが各繁殖シーズンに確認された繁殖行
動の確認段階を示す。
注2)
クマタカA3つがいの6年目、7年目調査時に確認された「交尾」は、A3つがいのコアエリア内で確認された行動であるが、A3つがい
と個体識別された個体ではない。

ワシタカ繁殖状況　■　■工事期間中の工事期間中のクマタカクマタカのの繁殖繁殖状況状況

工事着手後のモニタリング調査では、Ａ３つがいを除く全てのつがいで幼鳥の
巣立ち（繁殖成功）を確認。

・クマタカの繁殖活動の進捗に応じて、監視体制の強化、工事工程の調整、

　徐行運転の徹底などを対応。

・繁殖成功（幼鳥の巣立ち）を確認。

　■　■クマタカ繁殖活動に対応した工事工程の調整クマタカ繁殖活動に対応した工事工程の調整
　　　（クマタカＤつがい、　　　（クマタカＤつがい、H15H15～～1616繁殖シーズンの例）繁殖シーズンの例）

注：猛禽類保護の観点から図面を掲載していません。
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説 資料（案）

　■　■クマタカ繁殖活動に対応した工事工程の調整クマタカ繁殖活動に対応した工事工程の調整
　　　（クマタカＤつがい、　　　（クマタカＤつがい、H15H15～～1616繁殖シーズンの工事の状況）繁殖シーズンの工事の状況）

注：猛禽類保護の観点から図面を掲載していません。

　■　■クマタカＤつがいの活動状況クマタカＤつがいの活動状況

・Ｄつがいでは、クマタカペアの行動記録に加え、営巣木の位置や、幼鳥の行
動等についても情報を蓄積。

・５箇所の巣が確認され、いずれも湛水区域外。

注：猛禽類保護の観点から図面を掲載していません。
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説 資料（案）

　■　■クマタカクマタカA3A3つがいの活動状況つがいの活動状況

Ａ３つがいのエリアでは、繁殖活動が確認されていない。

また、周辺つがいの侵入や不特定個体のクマタカの飛翔を確認。

注：猛禽類保護の観点から図面を掲載していません。

クマタカの行動圏内部構造
クマタカの行動（狩りに関する行動、繁殖活動に関係する指標行動、
幼鳥の行動など）や、地形、植生の状況などから、各つがいの行動圏
内部構造を推定。

注：猛禽類保護の観点から図面を掲載していません。
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説 資料（案）

クマタカＤつがい周辺の森林環境
・落葉広葉樹林、スギ植林、針葉樹林が存在。

・今後、湛水する区域には、もともとクマタカの利用しない河川環境、集落
地跡等が多く含まれている。

注：猛禽類保護の観点から図面を掲載していません。

クマタカDつがい：幼鳥の行動範囲の分析

・平成13～14年シーズンには、巣Ⅴ（比較的標高の高い場所の巣）を利用して繁殖成功。

・幼鳥の止まりが確認された場所は、その大部分が湛水区域外。

注：猛禽類保護の観点から図面を掲載していません。
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説 資料（案）

クマタカDつがい：幼鳥の行動範囲の分析
・平成15～16年シーズンには、巣Ⅱ（比較的標高の低い場所の巣：非水没）を利用して
繁殖成功。

・幼鳥の止まりは、湛水区域内でも確認。

注：猛禽類保護の観点から図面を掲載していません。

クマタカDつがい：幼鳥の行動範囲の分析

・幼鳥の止まりは、落葉広葉樹壮齢林を中心に確認。

・落葉広葉樹林壮齢林の多くは、湛水後も残存する区域に分布。

注：猛禽類保護の観点から図面を掲載していません。
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説 資料（案）

クマタカDつがい：繁殖テリトリーの分析

・繁殖テリトリー内の利用状況を分析するため、繁殖活動中の狩りに関する行動の

　確認頻度を整理。

・繁殖活動中の狩りに関する行動の多くは、湛水区域外で確認。

注：猛禽類保護の観点から図面を掲載していません。

クマタカDつがい：コアエリアの分析
・コアエリアの利用状況を分析するため、通年の狩りに関する行動の確認頻度を整理。

・狩りに関する行動の多くは、湛水区域外で確認。

注：猛禽類保護の観点から図面を掲載していません。
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説 資料（案）

イヌワシ
Dつがい Fつがい

繁殖状況 使用巣 繁殖状況 使用巣
平成7～8年繁殖シーズン 1年目

平成8～9年繁殖シーズン 2年目 交尾 巣立ち 不明
平成9～10年繁殖シーズン 3年目

平成10～11年繁殖シーズン 4年目 造巣 Ⅰ,Ⅱ
平成11～12年繁殖シーズン 5年目 巣立ち 不明 巣立ち Ⅰ
平成12～13年繁殖シーズン 6年目 造巣 Ⅱ
平成13～14年繁殖シーズン 7年目 巣立ち Ⅲ 抱卵 Ⅰ
平成14～15年繁殖シーズン 8年目 造巣 Ⅳ 抱卵 Ⅰ
平成15～16年繁殖シーズン 9年目 抱卵 Ⅳ 抱卵 Ⅰ
平成16～17年繁殖シーズン 10年目 造巣 Ⅳ 造巣 Ⅱ

繁殖成功数 2 2

繁殖シーズン
調査

年数

　■　■工事期間中のイヌワシの工事期間中のイヌワシの繁殖繁殖状況状況

工事着手後のモニタリング調査では、Ｄつがい、Ｆつがいで幼鳥の巣立ち（繁
殖成功）を確認。

イヌワシの確認地点(つがい別)

注：猛禽類保護の観点から図面を掲載していません。
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説 資料（案）

イヌワシの行動圏内部構造

これまでに確認されたイヌワシの行動や、地形、植生の状況などから、イヌワ
シの行動圏内部構造を推定。

注：猛禽類保護の観点から図面を掲載していません。

<繁殖状況確認調査>

・対象

  　クマタカ、イヌワシの全つがい

・目的

  　湛水後の繁殖活動の継続確認を目的とする。

・調査内容

　　調査範囲：各つがいの営巣地周辺。クマタカA3はコアエリア内。

　　調査方法：定点観察とする。

　　調査時期：造巣期、抱卵・育雛期、巣立ち期。

　　調査期間：試験湛水から管理移行後を含めて３シーズンを基本。
その後は３シーズン分の調査結果を基に判断。

　※これまで繁殖活動ペアとして確認されていないA3つがいについては、つ
がいの定着状況についてもあわせて確認。

　A,B,G,K,Lつがい　■ワシタカ類調査における　■ワシタカ類調査におけるモニタリング調査モニタリング調査Iつがい
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説 資料（案）

<行動圏調査>

・対象

  　クマタカ Ｄ、Ｆ、Ｉつがい

・目的

　　　湛水後の行動圏内部構造の変化を把握することを目的とする。

・調査内容

　　調査範囲：各つがいのコアエリア内及び周辺つがいとの境界付近。

　　調査方法：定点観察。

　　調査時期：クマタカの生活サイクルを考慮し通年調査。

　　調査期間：試験湛水から管理移行後を含めて３シーズンを基本。
その後は３シーズン分の調査結果を基に判断。

モニタリング調査の観察定点

全つがいの繁殖状況確認、及びＤ、Ｆ、Ｉつがいの行動圏調査を行うための観
察定点を配置。

注：猛禽類保護の観点から図面を掲載していません。
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説 資料（案）

クマタカDつがいを対象とした観察定点と視野範囲

行動圏調査の対象つがいでは、湛水後もコアエリア全体が観察できるように
観察定点を配置。

注：猛禽類保護の観点から図面を掲載していません。

　CCDカメ
ラ
<CCDカメラによる餌動物の変化の調査>

・目的

　　湛水により餌動物が変化するかを確認する。

・調査内容

　　調査範囲：Ｄ及びＦつがいの営巣地（予定）。

　　調査方法：ＣＣＤカメラの設置。

　　調査時期：繁殖期間中。

　　調査期間：試験湛水から管理移行後を含めて３シーズンを基本。
その後は３シーズン分の調査結果を基に判断。
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説 資料（案）

河川PT

　■　■環境保全河川魚類生息状況調査環境保全河川魚類生息状況調査

・モニタリング調
査計画について
報告した。

第１回部会まで
の状況

・環境保全河
川における魚
類の生息状況
及び生息密度
を把握する。

・環境保全河
川における底
生動物の生息
状況を把握す
る。

調査内容等

・環境保全河川
への移動放流を
実施した。

・魚類の生息状
況、底生動物の
生息状況を把握
するためのモニ
タリング調査を
実施した。

・魚類の生息場
の確保としてア
ジメ産卵床施設
の検討を行った。

第２回部会の

報告内容

環
境
保
全
対
策
の
効
果
の
観
察

環境保全河川
魚類生息状況
調査

調査項目

生
物

区分
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説 資料（案）

　　◇保全対策　　◇保全対策（（移動放流移動放流））の実施の実施状況状況

・移動放流については、これまでに、アジメドジョウ9,373個体、ア
カザ1,166個体、カジカ378個体を放流した。

移動放流状況（白谷）

採捕したカジカ採捕状況（白谷）

(平成13年8月8日～平成18年6月15日までのデータによる)

種名 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 合計
アジメドジョウ 128 282 192 208 8,094 469 9,373
アカザ 62 31 214 21 825 13 1,166
カジカ 2 1 1 342 23 9 378

・赤谷2.5km上流地点でのｱｼﾞﾒﾄﾞｼﾞｮｳ調査結果
   移動放流前、平成14年8月21日     ２．１１尾／㎡
   移動放流直後、平成14年8月21日    ２．８７尾／㎡
   移動放流１年後、平成15年8月19日  ３．５０尾／㎡
・白谷上流部 崩落地でのカジカ調査結果
   移動放流前 平成16年5月8日      １．０尾／ ㎡
   移動放流後 平成16年6月14日      ４．３尾／ ㎡

・移動放流の実施後、環境保全河川における魚類の生息状況及
び生息密度、底生動物の生息状況を把握するためのモニタリン
グ調査を実施した。移動放流先において減少傾向にあったアジメ
ドジョウ、カジカは定着しつつあると考えられる。

　　◇保全対策の　　◇保全対策の効果確認（効果確認（モニタリング調査モニタリング調査結果）結果）
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説 資料（案）

　　　◇今後の計画－魚類の生息場の確保・ア
ジメ概念

・湛水により生息環境が消失するアジメドジョウの産卵床を門入
地区に整備する。

　　◇今後の計画－　　◇今後の計画－アジメドジョウの産卵床整備アジメドジョウの産卵床整備

産卵床 孵化後自然流下

内部

本川

支川

湧水導水

登落ち

産卵・孵化

稚魚

アジメドジョウ親魚投入

ＰＴにおいて詳
細な調査手法を
検討した。

底生魚の押し
上げ調査

湛
水
に
よ
る
周
辺
環
境
の
変
化
の
把
握

生
物

調査内容等調査項目区分

　■　■底生魚の押し上げ調査底生魚の押し上げ調査

試験湛水時の
流入河川にお
ける底生魚類
の押し上げ状
況を把握する。

第２回部会の
報告内容

第１回部会まで
の状況

・モニタリング調
査計画について
報告した。
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説 資料（案）

　　◇今後の計画－　　◇今後の計画－底生魚の押し上げ底生魚の押し上げ調査の実施調査の実施

調査目的
　・試験湛水時の流入河川における底生魚類の押し上げ状況を把握する。

調査地点
　・湛水区域内の６地点を調査地点とする。
　　　　山手下流床固工（EL.301m付近）、磯谷合流部上流（EL.310m付近）、
　　　　磯谷－扇谷間（EL.320m付近）、扇谷合流部上流（EL.326m付近）、
　　　　塚集落上流（EL.367m付近）、ヒン谷合流部上流（EL.379m付近）

調査時期
　・湛水前調査：全調査地点
　・H18秋季調査：全調査地点
　・H19春季調査：塚集落上流、ヒン谷合流部

調査内容
　・湛水前に６カ所に登り落ちを設置し、捕獲された底生魚をカウントし、
　　登り落ちの上流側に放流する。あわせてＤＮＡ調査を行う。
　　なお、山手地区で捕獲された底生魚には個体識別のマーキングを行う。
　・湛水開始後のH18年秋季、H19年春季にも同様の調査を行い、底生魚の押
　　し上げ状況を確認する。

　　◇　　◇底生魚の押し上げ底生魚の押し上げ調査調査実施箇所実施箇所
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説 資料（案）

植物PT

・現時点までに
21種の移植を
完了した。

・移植した種の
定着状況調査
を行った。

定着状況調査
（植物の重要
な種）

環
境
保
全
対
策
の
効
果
の
観
察

生
物

調査内容等調査項目区分

　■　■定着状況調査（植物の重要な種）定着状況調査（植物の重要な種）

移植した重要
な種が定着し
再生産してい
るかどうかを
把握する。

第２回部会の
報告内容

第１回部会まで
の状況

・モニタリング調
査計画について
報告した。
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説 資料（案）

　　◇　　◇植物の重要な種植物の重要な種の移植の実施状況の移植の実施状況

定着確認3年以上平成13年度クマガイソウ

定着確認3年以上平成8年度～12年度、15年度、17年度エビネ

定着確認3年以上平成10年度～12年度イワザクラ

定着確認3年以上平成11年度、13年度、15年度、17年度オオバノハチジョウシダ

定着確認3年以上平成13年度、15年度、17年度ミスミソウ

定着確認3年以上平成15年度マイヅルテンナンショウ

定着確認3年経過平成15年度、16年度アゼオトギリ

定着確認3年経過平成15年度ノダイオウ

定着確認1年経過平成13年度、17年度ヤマシャクヤク

定着確認1年経過平成15年度～17年度イチョウウキゴケ

定着確認1年経過平成17年度タチキランソウ

定着確認1年経過11年度、17年度ハコネシダ

定着確認1年目平成18年度(予定）ヤブツバキ

定着確認1年経過平成17年度ユキバタツバキ

定着確認1年経過平成17年度チョウジギク

定着確認1年経過平成17年度ホザキツリガネツツジ

定着確認1年経過平成17年度ハクサンアザミ

定着確認1年経過平成17年度カガノアザミ

定着確認1年経過平成17年度ヤマジソ

定着確認1年目平成18年度オオバヤナギ

標本を作製済み平成13年度キンラン

定着確認1年目平成18年度イワヤシダ

植物の重要
な種

モニタリング状況環境保全措置の実施時期種名項目

　　　　◇植物の重要な種の移植・定着状況の確認◇植物の重要な種の移植・定着状況の確認

エビネの定着状況
（移植後３年以上を経過）

クマガイソウ移植状況

オオバノハチジョウシダ
（移植後３年目の芽吹き)

マイヅルテンナンショウ
（移植後4年目；動物に食べられた様子）
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説 資料（案）

・ダムサイト、原
石山、コア山に
おいて植生回復
状況について調
査を行った。

植生回復状況
調査

環
境
保
全
対
策
の
効
果
の
観
察

生
物

調査内容等調査項目区分

　■　■植生回復状況調査植生回復状況調査

・外来種の動
向と周辺域か
らの在来種の
侵入状況を把
握する。

・基盤材の違
いと植生定着
状況の対応関
係を把握する。

・表土等から
の在来種の発
芽や遷移状況
を把握する。

第２回部会の
報告内容

第１回部会まで
の状況

・モニタリング調
査計画について
報告した。

　　◇保全対策の進捗　　◇保全対策の進捗--ダムサイト法面の植生回復ダムサイト法面の植生回復

・導入種（緑化種）の動向と周辺域からの在来種の侵入状況、また
基盤材の違いと植生定着状況の対応関係を把握するための調査
を行っている（毎年夏季に実施）。

厚層基材100%

厚層基材50%
ﾁｯﾌﾟ材50%

ﾁｯﾌﾟ材100%
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　　◇保全対策の進捗　　◇保全対策の進捗--ダムサイト法面の植生回復ダムサイト法面の植生回復

・現段階のモニタリング調査結果
・平成13年５月～９月の保全対策実施後、現段階では導入種(緑化
種)が優占しているが、在来種の侵入も確認され、遷移の初期段階
にあると考えられる。
Ⅲ段目（厚層基材） Ⅷ段目（チップ材）Ⅶ段目（厚層基材＋チップ材）

2003年度 2004年度 2005年度
ヒメジョオン
アカメガシワ

ネズミムギ
ヤマニガナ

種数 9 7 8

クサヨシ
コヌカグサ
ナガハグサ

出現種

ホソムギ
シロツメクサ
ヒメムカシヨモギ

ベニバナボロギク

2003年度 2004年度 2005年度
ベニバナボロギク

コアカザ
ヨモギ
ミゾシダ

種数 9 9 8

出現種
クサヨシ
コヌカグサ
ナガハグサ
ホソムギ

ダンドボロギク
コナスビ

シロツメクサ
ヒメムカシヨモギ

2003年度 2004年度 2005年度
ベニバナボロギク 　
ダンドボロギク 　

ヤマハンノキ
ヒメジョオン
ヌルデ
ヤマニガナ
ヨモギ

種数 9 8 11

クサヨシ
コヌカグサ
ナガハグサ

出現種

ホソムギ
シロツメクサ
ヒメムカシヨモギ
ヒナタイノコズチ

在来種凡例
導入種（緑化種）

　　◇保全対策の進捗　　◇保全対策の進捗--原石山の植生回復原石山の植生回復

・表土等からの在来種の発芽や遷移の状況を把握するための調査
を行っている（毎年夏季に実施）。
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　　◇保全対策の進捗　　◇保全対策の進捗--原石山の植生回復原石山の植生回復

・現段階のモニタリング調査結果
平成14年７月～平成15年12月の保全対策実施後、小段ではネムノ
キ、シロモジ、アカメガシワ等の在来種の実生が生育し、徐々に在
来種による植生回復が進行していることを確認した。

平成17年７月 平成17年７月

　　◇保全対策の進捗　　◇保全対策の進捗--原石山原石山小段現在の状況小段現在の状況

Ⅱ－１

2003年 2004年 2005年
出現種 バライチゴ
ミツバアケビ
ダンドボロギク
アメリカセンダングサ アメリカセンダングサ

アケビ
ベニバナボロギク
チゴユリ
スナゴケＳＰ

ヒメジョオン
ツユクサ
アカシデ
リョウブ
ゴヨウアケビ
オトコエシ

種数 9 10 13

ススキ

アカメガシワ
サルトリイバラ
ネムノキ
タケニグサ
シハイスミレ

Ⅱ－２

2003年 2004年 2005年
出現種 サルトリイバラ サルトリイバラ
ヌルデ ヌルデ
ダンドボロギク
アメリカセンダングサ アメリカセンダングサ
スズメノカタビラ
ツユクサ

サワシバ
チゴユリ

ヒメジョオン
イロハモミジ
コナスビ
アカシデ
タケニグサ

種数 7 3 11

シハイスミレ
ベニバナボロギク
メヒシバ

大多数のコドラートにおいて
確認種数が増加している。



徳山ダムモニタリング部会 2006/07/2
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　　◇保全対策の進捗　　◇保全対策の進捗--コア山コア山の植生回復の植生回復

・埋土種子等による在来植生の回復状況及び植生回復を促進する
ために行った対策の効果を把握するための調査を行っている（毎年
夏季に実施）。

平成16年９月の様子 平成18年７月の様子

　　◇保全対策の進捗　　◇保全対策の進捗--コア山の現在の状況コア山の現在の状況

・現段階のモニタリング調査結果
・リョウブ、シロモジ、アカメガシワ等の在来種(実生)を確認した。ま
た、大多数のコドラートにおいて確認種数が増加している。

Ⅳ Ⅴ
2004年 2005年 2004年 2005年

チヂミザサ ヒヨドリバナ
シオデ モミジイチゴ
アカネスミレ コジキイチゴ
ナガバタチツボスミレ ヤマジノホトトギス
サンショウ

ゼンマイ
ソヨゴ

ソヨゴ ベニバナボロギク
ヤマノイモ ナツハゼ
ツタウルシ クロモジ
ヒサカキ ヤマウルシ
ウラジロ オトコエシ
シダ シダ
ムラサキシキブ ミヤマカンスゲ

種数 23 25 種数 21 26

アキノキリンソウ

リョウブ

ヒサカキ

スギゴケＳＰ

シハイスミレ

スナゴケＳＰ

ススキ

アメリカセンダングサ

シロモジ

コアジサイ

アカメガシワ

クマイチゴ

タニウツギ

タラノキ
ヌルデヌルデ

シロモジ

スギゴケＳＰ
スナゴケＳＰ

タカノツメ

リョウブ

ウワミズザクラ

シシガシラ

クマイチゴ

ススキ

タニウツギ

タラノキ

アカメガシワ
シハイスミレ

コアジサイ

アメリカセンダングサ

ナガバタチツボスミレ

ナガバノモミジイチゴ

出
現
種

出
現
種

コドラート位置図



徳山ダムモニタリング部会 2006/07/2

説 資料（案）

・平成17年度に
湛水前の貯水
池上流端河岸
の植生調査を
行った。

上流端河岸植
生調査

湛
水
に
よ
る
周
辺
環
境
の
変
化
の
把
握

生
物

調査内容等調査項目区分

　　■■上流端河岸植生調査上流端河岸植生調査

・貯水池上流
端の水位変動
域のおける堆
砂及び水位変
動による環境
変化を把握す
る。

第２回部会の
報告内容

第１回部会まで
の状況

・モニタリング調
査計画について
報告した。

　　■■上流端河岸植生調査上流端河岸植生調査

・平成17年度に上流端河岸(本川）の植生調査を行い、植生分
布図及び植生断面図を作成した。植生図等を作成した。
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説 資料（案）

水質調査について

水質調査
計画の詳細に
ついてダム湛水
後の水質予測
結果を踏まえて
検討した。

・試験湛水時の
ダム下流域にお
ける流況の変化
を検討した。

水質調査

調査内容等調査項目区分

　■　■水質調査水質調査

環境基準項目
の定期的な監
視、水質保全
対策の検討・
立案に資する
基礎資料の収
集、富栄養化
などの水質に
係る特異現象
の発生等、水
質に係る実態
を把握する。

第２回部会の
報告内容

第１回部会まで
の状況

・モニタリング調
査計画について
報告した。

＜指摘事項＞

・水質調査地点
の地点計画に
ついて、具体案
を検討すること。

・試験湛水時の
ダム下流域に
おける流況の変
化を提示するこ
と。
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　　■■水質水質予測の概要予測の概要

・予測手法

　　水質予測モデルを用いた

　　数値解析手法による

・予測期間

　　平成3～12年の10カ年

・予測範囲

　　右図参照

・予測項目

　　水温、SS、富栄養化、DO

[℃]　　　　平成11年

0

10

20

30

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

水
温

10カ年変動範囲 ダム建設後

　　  ◇予測の◇予測の結果結果（水（水温温：徳山ダム放流水：徳山ダム放流水))

　　選択取水設備の運用により、水温はダム湛水前の平成3～
12年の10カ年の変動範囲に概ね収まる。

徳山ダム

※計算結果は10カ年のうち、流況が平均的である平成11年

　を示した。
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[℃]　　　　平成11年

0

10

20

30

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

水
温

10カ年変動範囲 徳山ダム建設前 徳山ダム建設後

　　  ◇予測の◇予測の結果結果　　((水温：横山ダム放流水、下流河川水温：横山ダム放流水、下流河川))

　　横山ダム及び下流河川では、徳山ダム建設後も、
ダム建設前の水温程度で推移している。

横山ダム

[℃]　　　　平成11年

0

10

20

30

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

水
温

10カ年変動範囲 徳山ダム建設前 徳山ダム建設後鷺田橋

[mg/L]　　　　平成11年

0

10

20

30

40

50

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

S
S

徳山ダム建設前 ダム建設後

　　  ◇予測の◇予測の結果結果((SSSS：：徳山ダム放流水徳山ダム放流水))

　　ダム建設後の放流ＳＳは、ダム建設前より
も低減されている。

徳山ダム
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[mg/L]　　　　平成11年

0

10

20

30

40

50

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

S
S

徳山ダム建設前 徳山ダム建設後

[mg/L]　　　　平成11年

0

10

20

30

40

50

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

S
S

徳山ダム建設前 徳山ダム建設後

　　  ◇予測の◇予測の結果結果((SSSS：：横山ダム放流水、下流河川横山ダム放流水、下流河川))

　  横山ダム及び下流河川でも同様に、ダム建設後の放
流ＳＳは、ダム建設前よりも低減されている。

横山ダム

鷺田橋

　　  ◇◇予測の結果予測の結果((富栄養化富栄養化：：徳山ダム貯水池、徳山ダム貯水池、横山ダム横山ダム貯水池貯水池))

8.7

3.4

1.4

徳山ダム

建設後

9.77.3-クロロフィルa(最大)

(μg/L)

2.73.0-クロロフィルa(平均）

(μg/L)

1.61.11.2COD75％値

(mg/L)

徳山ダム

建設前

徳山ダム

建設後

徳山ダム

建設前

横山ダム徳山ダム

評価基準

［COD］
　・75％値はダム建設前と同程度

［クロロフィルa］ (OECDによる栄養度区分）
　・徳山ダムでは、貧栄養～中栄養
　・横山ダムでは、徳山ダム建設前と同様に中栄養
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　　  ◇指摘事項：水質調査地点の具体案について◇指摘事項：水質調査地点の具体案について

定期調査　　　：貯水池内、ダム放流水、流入河川及び下流河川の水

　　　　　　　　質実態の経年的・長期的な把握等が行える地点

水質自動監視　：選択取水設備の効果把握及び管理運用が行える地点

出水時調査　　：冷水現象や濁水現象の発生状況の監視が行える地点

試験湛水時調査：試験湛水中の水質等の状況の把握が行える地点

・通常、上記の目的を達成するために、貯水池内取水口、ダム放流水、

　流入河川及び下流河川等に水質調査地点を設置するが、徳山ダム貯

　水池は規模が非常に大きく、流下距離が十数㎞と長いことから、上

　記の調査地点に加えて、貯水池内の水質を詳細に把握するための補

　助地点を設けることとする。

地点設定の考え方

・水質調査の内容と頻度は、「改訂ダム貯水池水質調査要領」による。

　　  ◇水質調査地点◇水質調査地点

注）下流河川等、根尾川については既往の定期水質データ
（国土交通省で実施）を利用する。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

○

－

○

○

○

○

○

根尾川 －－山口

○○鷺田橋

○○岡島橋

○○横山ダム放水口

○○横山ダムサイト
取水口

○○○横山ダム本川流
入点

下流河川
等

○○○○○鶴見放流

○○○○○戸入

○○○○○扇谷

○○○○○貯水池横断橋

○○○○○徳山ダムサイト
取水口

貯水池内

○○○○○門入

○○○○○塚流入河川

試験湛
水時調
査

出水
時調
査

定期
調査

自動
観測

採水
分析

調査区分調査方法

地点名分類
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　■指摘事項：試験湛水時のﾀﾞﾑ下流域の流況の変化について　■指摘事項：試験湛水時のﾀﾞﾑ下流域の流況の変化について

　東杉原堰堤

東横山ＰＳ取水堰堤

(最大16.7m /s)3

(57㎞)

(41㎞)

凡　　例
(27㎞)

：利水基準地点

：取水口

：ダム

　維持流量
　　2.5m

3
/s　( 4/1～11/30)

　西　平

東 横 山

発 電

岡島頭首工　岡　島

　今　尾

　万　石

伊　　勢　　湾

横山ダム

徳山ダム

徳山ダム開発水量

種別 岐阜 愛知 名古屋 計

上水 1.20 2.30 1.00 4.50

工水 1.40 0.70 2.10

計 2.60 2.30 1.70 6.60

3　　0.9m /s　(12/1～ 3/31)

ダム直下義務放流量
　2.3m3/s　(  4/1～11/30)
    0.7m3/s    (12/1～  3/31)

徳山ダム試験湛水期間中
における貯留条件

　取水・貯留制限流量
　　30.0m3/s
　　　かんがい期　( 4/11～10/10)
　　25.0m3/s
　　　非かんがい期(10/11～ 4/10)
　取水・貯留制限流量

　　10.0m3/s （通年）

　取水・貯留制限流量

　　30.0m3/s （通年）

　　  ◇試験湛水時の◇試験湛水時の取水設備取水設備

EL.277.0m
（水位低下用取水設備
下部取水口）
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EL.(m)

260

280

300

320

340

360

380

400

420

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

豊水年 平水年 渇水年

平成18年 平成19年 平成20年

EL.400.0　常時満水位

EL.363.5　最低水位

EL.39１.0　洪水期制限水位

EL.401.0　サーチャージ水位

　　  ◇試験湛水時の水位◇試験湛水時の水位

選択取水設備呑口（EL.338.0m）より放流

水位低下取水設備呑口（EL.305.0m）より放
流

選択取水設備による運用

水位低下取水設備下部取水口（EL.277.0m）
より放流

ポンプアップしてEL.277.0mから放流

EL.305.0m

EL.277.0m

EL.338.0m

EL.353.4m

   1   2   3   4   5   6   7   8   9  10  11  12  13  14  15  16  17  18  19
湛水開始後の経過月数

420

400

380

360

340

320

300

280

260

洪水期

　　  ◇◇試験湛水時試験湛水時の流況の流況

　徳山ダム直下では、義務放流量が確保される。

[m
3
/s]　平成10年～12年

0

10

20

30

40

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

流
入
・
放
流

260

280

300

320

340

360

380

400

420 [EL.m]

貯
水
位

試験湛水時
徳山ダム建設前
貯水位

徳山ダムサイト・平水年

維持流量(m
3
/s) 2.3 0.7 2.3 0.7

夏期制限水位を維持

　  1     2     3     4     5     6     7     8     9    10    11    12    13    14    15    16

義務放流量(m3/s)
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　　  ◇試験湛水時の予測結果◇試験湛水時の予測結果((水温・平水年水温・平水年))

＜放流＞

＜ダムサイト＞

　 　湛水初期に一時的に温水放流となるが、水温はダム湛水前の
平成5～14年の10カ年の変動範囲に概ね収まる。

[℃]　　　　平成10年～平成12年(平水年)
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水
温

10カ年変動範囲 試験湛水時 徳山ダム建設前
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　　  ◇試験湛水時の予測結果◇試験湛水時の予測結果((SSSS・・平水年平水年))

＜ダムサイト＞

[mg/L]　　　　平成10年～平成12年(平水年)
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　・試験湛水時の放流ＳＳは、ダム建設前よりも低減されている。
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説 資料（案）

　　  ◇試験湛水時◇試験湛水時の予測結果（富栄養化）の予測結果（富栄養化）

16.0-クロロフィルa

(最大)

3.2-クロロフィルa

(平均）

1.51.4COD75％値

試験湛水時ダム建設前

試験湛水時（平水年）
評価基準

［COD］
　・75％値はダム建設前と同程度

［クロロフィルa］ (OECDによる栄養度区分）
　・試験湛水時は中栄養

河川域の調査について
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説 資料（案）

　■　■下流河川調査下流河川調査

・モニタリング調
査計画の詳細
について検討し
た。

下流河川調査湛
水
に
よ
る
周
辺
環
境
の
変
化
の
把
握

生
物

調査内容等調査項目区分

ダム下流河川
域における瀬・
淵や河床材料
の分布状況、
水生生物、河
岸の陸上生物
の生息・生育
状況の変化等
を把握する。

第２回部会の
報告内容

第１回部会まで
の状況

・環境影響を検
討の上、モニタ
リング調査計画
を立案する。

　　　◇　◇下流河川調査結果下流河川調査結果（生態系の類型区分）（生態系の類型区分）
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説 資料（案）

　　　◇上流環境、中流環境の特徴　◇上流環境、中流環境の特徴

・西平ダム～鷺田橋までの区間が該当。

・河川形態はBb-Bc移行型、Bc型。

・水面幅は100～500m

・河床勾配は1/300～500

・平瀬と淵が連続する中流的な景観を呈する。

・ヤリタナゴ、シマドジョウ、ドンコ、シマヨシノボリ等の
魚類をはじめ、水際ではカワウ、コアジサシの採餌が
みられる。

中流環境

・徳山ダム直下～西平ダム（貯水池を除く）までの区
間が該当。

・河川形態はAa-Bb移行型。

・水面幅は10～70m。

・河床勾配は1/100～300

・早瀬、平瀬と淵が連続する上流的な景観を呈する。

・アカザ、カワヨシノボリ、アブラハヤ、ウグイ等の魚
類をはじめ、水辺ではヤマセミやカワガラスの採餌が
みられる。

上流環境

河川の特徴

　　◇下流河川調査　　◇下流河川調査結果結果（動植物相、重要な種）（動植物相、重要な種）

 4綱 　66種H17年付着藻類

36科　115種H18年

34科 　81種H17年植物

33科   62種H17年底生動物

 37科　 76種H18年

103科  310種H17年陸上
昆虫類

8科　　11種H18年

 7科 　19種H17年魚類

21科 　32種H18年

19科 　25種H17年鳥類

確認種類数年度項目

確認された種

該当なし付着藻類

●ヤブツバキツバキ科

●オオバノハチジョウシダイノモトソウ科植物

該当なし底生動物

該当なし陸上昆虫類

●カジカカジカ科

●アマゴサケ科

●アカザアカザ科

●スジシマドジョウ大型種

●アジメドジョウドジョウ科

●●スナヤツメスナヤツメ科魚類

●●サンショウクイサンショウクイ科

●オシドリカモ科鳥類

edcbａ

選定根拠　注
種名科名項目

重要な種

注).重要な種の選定根拠
a 天然記念物
b 種の保存法
c 環境庁レッドデータブック
d 岐阜県レッドデータブック
e そのほか専門家による指摘種



徳山ダムモニタリング部会 2006/07/2

説 資料（案）

　　　◇　◇下流河川における下流河川における影響影響予測の予測の結果結果（水質の変化）（水質の変化）

＜徳山ダム～横山ダム区間＞
・水温は、選択取水設備の運用により徳山ダム湛水前の平成3～12年の10カ年
の変動範囲に概ね収まる。
・放流ＳＳは、ダム建設前よりも低減される。

＜横山ダム下流区間＞
・水温は、徳山ダム建設後も徳山ダム建設前の水温程度で推移する。
・放流ＳＳは、ダム建設前よりも低減される。

　　　◇　◇下流河川における下流河川における影響影響予測の予測の結果結果（河床の変化）（河床の変化）

＜徳山ダム～横山ダム区間＞
・河床の表面を構成する主な礫の粒径集団に大きな変化が生じないため、河床高
に大きな変化が生じないが、ダムにより土砂供給が減少するため、粒径の小さい
礫や砂は減少傾向を示す。

＜横山ダム下流区間＞
・ 河床構成材料や河床高は大きな変化を生じないと考えられる。

横山ダム下流の河床材料徳山ダム下流の河床材料
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説 資料（案）

　　　◇　◇下流河川における下流河川における影響影響予測の予測の結果結果（冠水頻度の変化）（冠水頻度の変化）
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1

徳山ダム下流の冠水頻度の変化 横山ダム下流の冠水頻度の変化

－１．３９（ｍ）

－３．４７（ｍ）

＜徳山ダム～横山ダム区間＞

・徳山ダムの運用により洪水時のピーク流量が減少するため、河岸については現

状の植生が維持されると考えられるが、河岸上部の裸地については植生が見られ

るようになる可能性がある。

＜横山ダム下流区間＞

・徳山ダムの運用により洪水時のピーク流量が減少するが、冠水頻度に大きな変

化はなく、現状の植生が維持されると考えられる。

早春季、夏季

夏・秋季

春・夏季

秋季

夏季ライト・ベイトトラップ、任意採集法陸上昆虫類調査

踏査による確認植生断面調査

コドラート法による採集付着藻類調査

定量・定性採集底生動物調査

捕獲、潜水観察による確認魚類調査

夏季・徳山ダム下流地点

・鶴見地点

・横山ダム下流地点

・東津汲地点

・井ノ口橋地点

・岡島橋地点

ラインセンサス法鳥類調査

調査時期調査地点調査手法調査項目

徳山ダム

徳山ダム下流

横山ダム下流

東津汲

岡島橋

横山ダム

　　◇下流調査計画(案)　◇下流河川モニタリング調査計画（案）　◇下流河川モニタリング調査計画（案）

鶴見

井ノ口橋

※河床材料調査は河川ベースマップ調査で行う。
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説 資料（案）

　■　■運用後の運用後の維持流量維持流量のの評価評価にについてついて

・指摘に基づき
調査手法を検
討した。

維持流量評価
調査

湛
水
に
よ
る
周
辺
環
境
の
変
化
の
把
握

生
物

調査内容等調査項目区分

維持流量の下
流河川域への
効果を把握す
る。

第２回部会の
報告内容

第１回部会まで
の状況

＜指摘事項＞

・ダム運用後の
流水の正常な
機能の維持を
評価するための
調査を行うこと。

　　　◇　◇指摘事項：運用後の指摘事項：運用後の維持流量維持流量のの評価評価にについてついて

目的
徳山ダム下流地点で、維持流量放流時の
徳山ダム下流河川域における減水区間、
無水区間の解消の状況及び地下水の変
動の状況を確認する。

調査項目：河川状況の写真撮影
時　　　期：維持流量放流時
手　　　法：定点撮影

調査項目：地下水位
時　　　期：通年
手　　　法：地下水位観測結果の情報収集

徳山ダム

鷺田橋付近

河川状況の写真撮影

地下水位観測

横山ダム

徳山ダム下流

河川状況の写真撮影
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説 資料（案）

　　　　◇◇平野庄橋付近（平野庄橋付近（49.449.4kmkm））の瀬切れの状況の瀬切れの状況

　　　正

常流量　写真

瀬切れ調査
第６床固（49.4+110m）

瀬切れ調査
第７床固（46.8+100m）

第７床固

平常時（H17.4.27）　　　　瀬切れ時（H17.6.27）

平常時（H17.6.30）　　　　　　瀬切れ時（H17.6.27）

モニタリング工程(案)
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説 資料（案）

　■モニタリング調査工程　■モニタリング調査工程((案案))
湛水前

H18 H19 H20 H21

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

ダムサイト法面の植生回復 ● ●

原石山の植生回復 ● ●

コア山の植生回復 ● ●

● ●

● ●

● ●

物理環境 ● ●

植物の生育状況 ● ●

両生類等の利用状況 ● ●

昆虫類等の利用状況 ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ● ●

●

陸域生物相調査 ●

● ●

● ●

●

●

●

● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

鳥類調査 ●

陸上昆虫類調査 ●

植生断面調査 ●

魚類調査 ●

底生動物調査 ●

付着藻類調査 ●

洪水調節の実績調査 ● ● ●

利水補給の実績調査 ● ● ●

堆砂調査 堆砂の実績調査 ● ● ●

● ● ●

地域とダムの関わり ●

ダム湖利用実態調査 ●

維持流量評価調査

区分 調査項目（大項目）

上流河川の魚類調査（孤立個体群調査）

流水性動物調査

湛
水
に
よ
る
周
辺
環
境
変
化
の
把
握

環
境
保
全
対
策
の
効
果
の
観
察

定着状況調査（植物の重要な種）

定着状況調査（オオムラサキ）

巣箱利用実態調査

ワシタカ類の行動圏調査

調査項目（小項目）
湛水中

河川環境ベースマップの更新

環境情報の収集

陸域環境ベースマップの更新

湖岸周辺の環境変化把握

植生回復状況調査

そ
の
他

水源地域動態

湛水後

底生魚の押し上げ調査

湿性地調査

試掘坑利用状況調査

環境保全河川魚類生息状況調査

水質調査

生
物
調
査

●

ワシタカ類の繁殖状況調査

CCDカメラによるクマタカの繁殖活動の記録

洪水調節及び利水補給の実績調査

上流端河岸植生調査

ブッポウソウ調査

水鳥調査

下流河川調査

貯水池内の水生生物調査

ダ
ム
管
理

環境対応に関する公表について
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説 資料（案）

　■■環境対応に関する公表について環境対応に関する公表について

◆資料名
　・徳山ダム周辺の自然環境（仮称）
　・徳山ダム周辺の希少猛禽類とその保全（仮称）

◆要点
　徳山ダム建設事業の実施に当たって取り組んできた環境調
査、動植物等への影響の検討と環境保全対策、モニタリング
調査の実施結果をとりまとめるとともに、ダム湛水後の周辺環
境への影響の評価を行い公表する。

揖斐川万石地点流量：約３０ｍ3／ｓの時の状況

平成１４年７月３１日撮影


